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❶教育課程特例校としての取り組み

東京都北区教育委員会および東十条小学校、滝野川小学校、王子桜中学校の管理職と協
議を重ね、以下の取り組み内容で「海育科」を設置しました。概略を以下に示します。

■教育課程の基準の特例の内容について
① 東十条小学校
・第４・５・６学年において新教科「海育科」を新設しました。
・ 第４学年では「海育科」に、「総合的な学習の時間」の一部の時間を充てます。また、
第５・６学年では「海育科」に「理科」の一部の時間、「社会」の一部の時間、およ
び「総合的な学習の時間」の一部の時間を充てます。

② 滝野川小学校
・第４・５・６学年において新教科「海育科」を新設しました。
・ 「海育科」を設置する全学年で、「海育科」に「理科」の一部の時間、「社会」の一部
の時間、および「総合的な学習の時間」の一部の時間を充てます。

③ 王子桜中学校
・第１・２学年において新教科「海育科」を新設しました。
・ 第１学年では「海育科」に「理科」の一部の時間、「社会」の一部の時間、および「総
合的な学習の時間」の一部の時間を充てます。また、第２学年では「海育科」に「理
科」の一部の時間、および「社会」の一部の時間を充てます。

■教育基本法及び学校教育法における教育の目標に関する規定との関係
　「海育科」の趣旨は、①海に対する親しみ、理解、関心を深める、②私たちの生活が、
歴史文化、科学技術の両面で海と深く関わっていることを理解する、③海洋環境とその保
全について理解する、④持続的に海を利用し海と共に生きることが、社会の永続的発展に
不可欠であることを理解する、以上の４つです。
　新設教科「海育科」は、「海との出会い」「海の科学」「海の保全」「海の利用」の４分野
で構成します。

　「海との出会い」は、海の豊かな自然や海に関わりのある地域社会の中での様々な体験
活動を通して海との出会いを体験し、海に対する豊かな感受性や海に対する関心等を培
い、海の自然に親しみ、海に進んで関わろうとする児童・生徒の育成に取り組みます。「海
の科学」は、海の自然や資源、人との深い関わりについて関心を持ち、科学的な態度を持っ
て進んで調べようとする児童・生徒の育成に取り組みます。ここでいう科学的な態度とは、

・なお、第4・5・6学年における本格的な海育科の実施に備えて、第1・2・3学年、お
　よび特別支援学級においても、「海との出会い」分野の海洋教育を「生活科」、　
　「学級活動」、「総合的な学習の時間」の一部の時間で実施しています。
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の利用」は、水産物や資源、船舶を用いた人や物の輸送、また海を通した世界の人々との
結びつきについて理解し、それらを持続的に利用することの大切さを理解できる児童・生
徒の育成を目指します。
　これらの取組は、教育基本法第二条に掲げられる「幅広い知識と教養の習得」「豊かな
情操と道徳心の涵養」「生命・自然の尊重」「環境の保全に寄与する態度」「伝統と文化の
尊重」「我が国と郷土を愛するとともに他国を尊重する態度」等の教育目的を踏まえてい
ます。また、海から離れた地域における海洋教育の実現は、教育基本法第三条に掲げられ
る「あらゆる場所において学習することができる社会の実現」を図るという理念を踏まえ
るものです。

■学習指導要領に定める内容事項が特別の教育課程において適切に取り扱われていること
新設教科「海育科」では、「理科」および「社会」の学習内容の一部を「海育科」の４

分野（「海との出会い」、「海の科学」、「海の保全」、「海の利用」）に関連させて再構成し、
海について体系的に学びます。また、これら４分野全てにおいて、「総合的な学習の時間」
のねらいに合わせた主体的、創造的、協同的な活動を実施し、深く学びます。これらの取
組みにより、「海育科」では、学習指導要領に定められた「理科」「社会」「総合的な学習
の時間」の目標を逸脱することなく、特色ある教育課程を編成します。

■「海洋教育評価検討委員会」の設置および小中学校間の連携について
本取組における海洋教育の実践成果を評価するため、学校教育関係者とお茶の水女子大
学サイエンス＆エデュケーションセンターの教員から成る「海洋教育評価検討委員会」を
設置します。義務教育９カ年の中期（小５～中１の３年間）を中心に小中学校間の連携を
強化するため、担当教員は「海洋教育評価検討委員会」を通して情報交換を図ります。今
年度は２月23日に実施します。

次ページに３校の教育課程表を掲載します。

自然科学、社会科学および人文科学を含めた論理的および客観的に事象を捉えようとする
態度のことです。「海の保全」は、海の環境について調べる活動やその保全活動などの体
験を通して、海の環境保全に主体的に関わろうとする児童・生徒の育成を図ります。「海
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❷北区立東十条小学校の取り組み
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【年間指導計画】
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東十条小学校教員に向けた海洋教育講習
（平成28年５月11日　14時30分～15時30分）
　東十条小学校は海洋教育の教育課程特例校（文部科学省より指定）として、また北区に
おける海洋教育研究指定校（北区教育委員会より委嘱）として、平成27年度より本格的に
海洋教育を進めてきました。学校全教員に対して、改めて海洋教育の意義、東十条小学校
に期待されていることを講演したうえで、具体的な実施方策について討論を行いました。
　上述の教育課程特例校、北区研究指定校としての取り組みに加え、東十条小学校の今年
度の校内研究のテーマを「課題を解決するために必要な思考力の育成　～海洋教育を中心
に～」として、海洋教育が校内研究のテーマとしても据えられました。そのため、教育課
程特例校や北区研究指定校の枠を超えて、理科、社会科、総合的な学習の時間のみならず
全教科・領域で海洋教育を試みるものと位置づけています。講習では、様々な学年の担任
教員や、音楽、図画工作、家庭科などの担当教員から昨年度の経験をもとに今年度の進め
方の提案や質問があり、全校を挙げて海洋教育を進める準備が昨年度にも増して進みまし
た。
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海育科授業実践
第４学年の実施内容
■岩井移動教室での実施（平成28年7月4日）
概要
　千葉県南房総市にある北区立岩井学園で行われた「岩井移動教室」において、「海藻学
入門」を実施しました。４年生62名に対して、本学湾岸生物教育研究センターの講師が、
約１時間「海に親しむ」、「海を知る」プログラムを提供しました。

内容
　前半は「海藻入門　～りくじょう植物と海そうをくらべてみよう」として海藻の特徴を
学びました。これまで学んだ陸上植物のつくりを復習しながら、海藻との違いについて学
びました。また、海の中では深さによって届く光の種類が違うこと、少ない光を有効に利
用する工夫、海藻には緑色、茶色、赤い色の仲間があること、また形や色の種類がたくさ
んあることを知ってもらいました。




